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平成 23 年 12 月期 第２四半期連結累計期間業績予想と実績値の差異 

及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社は、本日公表の平成 23 年 12 月期 第２四半期連結累計期間実績値について、下記のとおり差

異が生じましたのでお知らせいたします。 

また、本日公表の平成 23 年 12 月期 第２四半期決算短信において、最近の業績の動向等を踏まえ、

通期の連結業績予想について下記のとおり修正いたします。 

記 

平成 23 年 12 月期第２四半期連結累計期間業績予想数値との差異 

（平成 23 年１月１日～平成 23 年６月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 
百万円

19,000 
百万円

650 
百万円

790 
百万円 

440 
円 銭

112.36 

今回実績  （Ｂ） 21,422 553 711 131 33.61 

増減額 （Ｂ－Ａ） 2,422 △97 △79 △309  

増減率  （％） 12.7 △14.9  △10.0 △70.2   

（ご参考）前期第 2四半期実績 

（平成 22年 12 月期第 2四半期） 
17,661 △78 63 △96 △24.57 

 

平成 23 年 12 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 23 年１月１日～平成 23 年 12 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり

当期純利益

前回発表予想（Ａ） 
百万円

41,000 
百万円

570 
百万円

860 
百万円 

480 
円 銭

122.57 

今回発表予想（Ｂ） 42,000 510 820 200 51.07 

増減額 （Ｂ－Ａ） 1,000 △60 △40 △280  

増減率  （％） 2.4 △10.5  △4.7 △58.3   

（ご参考）前期実績 

（平成 22年 12 月期） 
38,223 △323 △41 △630 △161.09 

 



差異及び修正の理由 

（1）第 2四半期連結累計期間業績予想数値との差異について 

平成 23 年 12 月期第２四半期連結累計期間における事業環境は、年初は外需主導の製造業向けの

需要回復と、建設向けも底打ちから緩やかな回復でスタートしましたが、東日本大震災の影響によ

り、一部製造業ではリーマンショックに匹敵する落ち込みとなり、建設需要も一時停滞と急変、鉄

鋼製品価格も４月以降反落するなど、変化の激しい環境となりました。 

この様な環境下、当社グループの販売数量は、当初の販売計画に対し 2.6％上回った事に加え、

１－３月の仕入価格上昇に伴う販売価格への転嫁により、売上高は予想数値を 12.7％上回りまし

たが、仕入価格上昇分を販売価格に十分転嫁出来なかった事と、建設に係る鋼材加工部門において、

価格競争の激化に伴う利鞘圧縮があった事から、営業利益は予想数値を 14.9％下回りました。ま

た震災による特別損失を243百万円計上した結果、四半期純利益は、131百万円と予想数値を70.2％

下回りました。 

（2）通期連結業績予想の修正について 

上記（1）の理由による業績予想数値との差異に加え、利益面において、鋼材販売価格競争の激

化も予想され、営業利益は前回予想 570 百万円を 60 百万円下回る 510 百万円に、当期純利益は、

前回予想 480 百万円を 280 百万円下回る 200 百万円となる見込みであります。 

 

（注）上記業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成した

ものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

なお、個別業績予想数値についての修正はございません。 

 

以 上 


